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キラリと光る まち　ひのちょう

ま
ち
の
話
題

町
の
元
気
に
役
立
て
て

　

2
月
24
日
、
町
観
光
協
会
（
小
谷
澄
男

会
長
）
が
、
金
持
神
社
の
収
益
金
の
一
部

４
５
０
万
円
を
町
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
谷
会
長
ら
協
会
役
員
が
町

役
場
を
訪
れ
、
札
所
で
人
気
の
高
い
縁
起

物
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
に
包
ん
だ
寄
附

金
を
景
山
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

景
山
町
長
は
「
平
成
18
年
か
ら
毎
年
寄

附
を
い
た
だ
き
、
総
額
２
５
０
０
万
円
に

な
り
ま
し
た
。
町
が
元
気
に
な
る
も
と
を

作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
観
光
振

興
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
こ
れ
か
ら
の

観
光
振
興
に
有
効
に
使
い
た
い
。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
感
謝
を
述
べ
、

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
寄
附
金
贈
呈
式
と
な
り
ま
し
た
。　

町
観
光
協
会
収
益
金
を
町
に
寄
附小谷会長から寄附金が手渡される

実
技
を
交
え
介
護
学
ぶ

　

介
護
の
基
本
を
身
に
付
け
て
お
き
た
い

と
、
2
月
26
日
、
町
公
民
館
で
黒
坂
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
中
原
明
会

長
）
主
催
の
講
演
会
が
開
か
れ
、
多
く
の

参
加
者
が
介
護
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

「
知
っ
て
納
得
！
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
」

と
題
し
、
日
翔
会
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

の
徳
岡
琢
己
さ
ん
が
、
ベ
ッ
ド
上
で
実
技

を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。
徳
岡
さ

ん
は
参
加
者
に
や
さ
し
く
語
り
か
け
、
和

や
か
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
栄
養
、
介
護
、
福
祉
用
具
な

ど
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
参
加

者
が
活
発
に
相
談
す
る
場
面
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
日
翔
会
に
は
専
門
職
員
が
多
数
在

籍
し
て
お
り
、
地
域
で
要
望
が
あ
れ
ば
出

か
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

黒
坂
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
演
会参加者らは身を乗り出して介護の方法を学ぶ

《
表
彰
団
体
》

※
前
列
右
か
ら

◆
根
雨
2
区
自
治
会

　

（
杉
山
潔
自
治
会
長
）

◆
有
限
会
社
安
達
商
事

　

（
安
達
享
司
代
表
取
締
役
※
代
理
）

◆
有
限
会
社
遠
藤
工
務
店

　

（
遠
藤
静
流
代
表
取
締
役
）

※
後
列
右
か
ら

◆
根
雨
3
区
自
治
会

　

（
甲
斐
弘
文
自
治
会
長
※
代
理
）

◆
医
療
法
人
社
団
日
翔
会

　

介
護
老
人
保
健
施
設
お
し
ど
り
荘

　

（
湖
山
聖
道
理
事
長
※
代
理
）

◆
社
会
福
祉
法
人
日
翔
会

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
じ
か
荘

　

（
湖
山
康
成
理
事
長
※
代
理
）

※
後
列
中
央
は
、
江
府
消
防
署
長
、

　

田
中
好
徳
さ
ん

町公舎で行われた感謝状贈呈式に出席した皆さん

　

1
月
18
日
に
根
雨
で
発
生
し
た
建

物
火
災
に
お
い
て
、
地
元
住
民
と
企

業
が
連
携
し
、
消
火
活
動
や
救
助
活

動
を
行
っ
た
こ
と
に
、
鳥
取
県
西
部

広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
月
20
日
、
根
雨
の
町
公
舎
で
行

わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
式
に
は
、
2
つ

の
自
治
会
と
4
つ
の
企
業
が
出
席
。

江
府
消
防
署
長
、
田
中
好
徳
さ
ん
か

ら
一
人
一
人
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
「
早
急
な
１
１
０
番

通
報
と
消
火
活
動
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
の
町
は
全
町
一
斉
防
災
訓
練
で
、

日
ご
ろ
か
ら
消
火
訓
練
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
地
域
を
自
分

た
ち
の
力
で
守
る
こ
と
を
、
次
の
世

代
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
今
後
の

活
動
に
期
待
し
ま
し
た
。
ま
た
、
景

山
町
長
は
「
い
ち
早
く
活
動
し
て
も

ら
い
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。
共
に
助

け
合
い
、
住
み
よ
い
日
野
町
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
は
消
火
栓
を
使
っ
た
い
ち

早
い
消
火
活
動
が
、
企
業
は
住
ん
で

お
ら
れ
た
高
齢
者
の
保
護
活
動
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

安心・安全のまちづくり実る
地元住民・企業の消火活動に感謝状
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▼
あ
な
た
の
声
や
地
域
・
職
場
で
の
話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
★
役
場
企
画
政
策
課
ま
で
（
電
話
72
‐
０
３
３
２
）

キラリと光る まち　ひのちょう

今
後
の
活
躍
に
期
待

　

県
内
の
地
域
発
展
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
、
日
本
海

新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
・
日
野
町
の
部
の
表

彰
式
が
、
3
月
1
日
、
町
役
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
地
域
貢
献
賞
に
黒
坂

鏡
山
城
下
を
知
ろ
う
会
（
牧
智
也
会
長
）

が
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
に
日
野
中
学
校
3

年
の
多
賀
駿
平
さ
ん
が
選
ば
れ
、
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

黒
坂
鏡
山
城
下
を
知
ろ
う
会
は
、
歴
史

遺
産
「
黒
坂
城
」
を
住
民
自
ら
の
手
で
掘

り
起
こ
し
て
い
る
地
道
な
活
動
が
ま
ち
の

誇
り
を
再
発
見
さ
せ
た
こ
と
、
多
賀
さ
ん

は
、
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
（
小
中
学
生

版
や
り
投
げ
）
の
各
種
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
あ
げ
、
町
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
受
賞
式

黒坂鏡山城下を知ろう会の牧会長（中）と西古事

務局長（左）、日野中学校 3 年の多賀駿平さん（右）

地
域
を
元
気
に
し
た
い

　

地
域
住
民
が
集
い
、
元
気
あ
ふ
れ
る
地

域
に
し
よ
う
と
、
上
本
郷
自
治
会
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
利
用
し
、
テ
ン

ト
や
放
送
機
器
を
は
じ
め
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
道
具
な
ど
を
購
入
し
公
民
館
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

3
月
4
日
に
地
域
住
民
が
公
民
館
に
集

ま
り
、
講
師
に
町
体
育
指
導
員
高
橋
伸
也

さ
ん
を
招
い
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
使
い

方
や
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た

住
民
ら
は
実
際
に
楽
し
み
な
が
ら
、
使
い

方
を
確
認
。
今
後
の
自
治
会
活
動
が
よ
り

元
気
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し

た
。

　

助
成
事
業
は
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
一
環
で
、
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
が
財
源
で
す
。

上
本
郷
自
治
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
備
品
を
整
備

「わしにもできぃかな」楽しいひととき

ま
ち
の
話
題

　

た
た
ら
製
鉄
で
奥
日
野
が
輝
い
て
い
た

歴
史
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の
利
活
用
な
ど

を
考
え
よ
う
と
、
3
月
4
日
、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
で
た
た
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ

ま
し
た
。
郡
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
郡
外

の
参
加
者
も
多
く
、
当
日
は
２
０
０
人
が

た
た
ら
の
魅
力
を
学
び
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
講
演
や
遺
構
発
掘
調
査

の
パ
ネ
ル
展
示
・
説
明
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
講
演
で
は
、
広

島
県
立
大
学
名
誉
教
授
の
野
原
建
一
さ
ん

が
奥
日
野
の
た
た
ら
が
日
本
の
近
代
化
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
、
今
後
、

地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
の

県
外
ま
で
お
よ
ぶ
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
な
ど
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
都
合
山
た
た
ら
（
上
菅
）
、
砥と

波な
み

た
た
ら
（
日
南
町
）
を
発
掘
調
査
さ
れ

た
島
根
県
教
育
庁
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
専

門
研
究
員
、
角
田
徳
幸
さ
ん
の
パ
ネ
ル
展

示
と
説
明
が
行
わ
れ
、
写
真
で
見
る
遺
構

の
様
子
や
出
土
品
に
、
参
加
者
ら
は
歴
史

的
価
値
を
改
め
て
再
認
識
し
た
様
子
で
し

た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
た
た
ら
研
究
や
地
域
で
た
た
ら
跡
の

保
存
活
動
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
「
奥

日
野
の
た
た
ら
に
光
を
あ
て
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
活
動
の
紹
介
や
今
後
の
活
用
方
法

を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
参

加
者
が
う
な
ず
い
た
り
、
映
像
を
食
い
入

る
よ
う
に
見
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
、
日
南
神
楽
「
神
光
社
」
の
皆

さ
ん
よ
る
荒
神
神
楽
が
披
露
さ
れ
、
間
近

で
見
る
勇
壮
な
舞
に
、
大
き
な
拍
手
が
お

く
ら
れ
ま
し
た
。

都合山たたらを発掘調査した角田徳幸さんたたらに関する資料や遺構の保存活用を考える

日
野
発
！

た
た
ら
の
魅
力
を
全
国
へ

た
た
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

歴
史
や
地
域
資
源
活
用
を
考
え
る


